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１．ガス・石油機器 出荷実績見込みと出荷予測（概要） 

2023年度は、これまで猛威を振るっていた新型ウイルス感染症の法的位置付けが

2 類から 5 類へ移行され、日常生活における行動制限についても緩和されることと

なった。経済活動においては、行動制限緩和に伴う個人消費の伸びが期待されたが、

旅行や外食の外出型消費の一部については改善が見られた一方で、物価高による消

費抑制やテレワーク推進に伴う就労スタイルの変化等の影響もあり、全体的には低

調に推移している。 

ガス・石油機器の出荷に係わるところでは、納期遅延を解消するため出荷を増や

し対応を図ったが、流通在庫量の増加に伴って出荷が足踏み状態であった。2023年

度の出荷金額は、ガス・石油機器合計で 3,951億円(前年比 90.8％)、ガス機器全体

3,139 億円(前年比 90.4％)、石油機器全体 813 億円(前年比 92.2％)と見込まれる。 

2024年度は、賃金上昇や定額減税による個人消費等の増加によって、景気におい

ても緩やかに回復基調となると見込まれ、ガス・石油機器の出荷に係わるところに

おいても流通在庫量の過多が徐々に解消され、出荷は増加すると予測する。 

2024 年度の出荷金額は、ガス・石油機器合計で 4,070 億円(前年比 103％)、ガス

機器全体 3,235億円(前年比 103％)、石油機器全体 835億円(前年比 103％)と予測す

る。一方で新型ウイルス感染症の影響を受けていない 2019年度との比較では、ガス

石油機器合計で 117％、ガス機器全体で 121％、石油機器全体で 106％と、いずれも

増加を見込んでいる。 

・各数値は端数を四捨五入しているため、内訳と合計が一致しないことがある。 

・年度は、4 月から 3 月までを示す。(例えば、2022 年度とは、2022 年 4 月から 2023年 3 月までをいう。) 
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１．１ ガス機器  

2023 年度の出荷金額は、調理機器(カセットこんろを除く)970 億円(前年比

101.6％)、温水機器 1,860 億円(前年比 84.4％)、暖房機器 70 億円(前年比 91.4％)、

カセットこんろ 61億円(前年比 101.6％)、その他 178億円(前年比 100.0％)、ガス機

器合計で 3,139億円(前年比 90.4％)と見込まれる。 

温水機器は2021年に発生した納期遅延を解消するために出荷を増やし対応したが、

流通在庫量の増加に伴い、出荷が足踏みし前年を下回ると見込まれる。 

2024年度の出荷金額は、調理機器（カセットこんろを除く）981億円(前年比 101％)、

温水機器 1,939 億円(前年比 104％)、暖房機器 72 億円(前年比 104％)、カセットこ

んろ 65億円(前年比 106％)、その他 178億円(前年比 100％)、ガス機器合計で 3,235

億円(前年比 103％)と前年を上回ると予測する。 

新型ウイルス感染症の影響を受けていない 2019年度比では、調理機器 108％、温

水機器 118％、暖房機器 101％、カセットこんろ 108％と増加を見込んでいる。 

・各数値は端数を四捨五入しているため、内訳と合計が一致しないことがある。 

・年度は、4 月から 3 月までを示す。(例えば、2023 年度とは、2023 年 4 月から 2024年 3 月までをいう。) 
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１．２ 石油機器 

2023 年度の出荷金額は、暖房機器 504 億円(前年比 97.3％)、温水機器 309 億円

(前年比 85.1％)、石油機器合計で 813億円(前年比 92.2％)と見込まれる。 

暖房機器では、販売シーズン当初からの暖冬傾向、気温の低下も全体的に弱かっ

たこともあり前年を下回ると見込まれる。温水機器では、ガス機器同様に納期遅延

を解消するべく出荷を増やし対応したが、流通在庫量の増加に伴い、出荷が足踏み

し前年を下回ると見込まれる。   

2024年度の出荷金額は、暖房機器 525億円(前年比 104％)、温水機器 310億円 

(前年比 100％)、石油機器合計で 835 億円(前年比 103％)と前年を上回ると予測す

る。 

新型ウイルス感染症の影響を受けていない 2019年度比では、暖房機器は 115％

と増加を見込んでいるものの、温水機器は 93％と減少を見込んでいる。 

・各数値は端数を四捨五入しているため、内訳と合計が一致しないことがある。 

・年度は、4 月から 3 月までを示す。(例えば、2023 年度とは、2023 年 4 月から 2024年 3 月までをいう。) 
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２．ガス・石油機器  出荷実績見込みと出荷予測（データ） 

２．１ ガス機器 
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２．２ 石油機器 
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３．品目の定義 

３．１ ガス機器 

[ガス調理機器]  

ガスこんろの「単体型」…コンロ台、調理台、食卓などの上に置いて使用するタイプ（卓上型、 

据置型）のものをいう。 

ガスこんろの「ビルトイン型」…システムキッチンの天板に落とし込んで取り付けるタイプの 

ものをいう。 

ガスこんろの「あんしん安全」とは以下の機能を有するもの。（JGKAS A104 に適合） 

1)こんろバーナーの全口に調理油過熱防止装置を装着。 

2)手前のこんろバーナー2 口に早切れ防止機能を装備。 

3)こんろバーナーの全口とグリルがある場合はグリル部に消し忘れ消火機能を装備。 

ガスオーブン（旧 複合形調理機器）…食品を直火によらず、放射熱、対流熱で調理する機器で、 

電子レンジ付きのものをいう。 

[ガス温水機器] 

 瞬間湯沸器…給湯専用で追い焚き機能がないものをいう。      

瞬間湯沸器の「元止式」…器具の入口側（給水側）の水栓の開閉でのみメーンバーナを点火・消 

火できる（元止）方式のもので、給湯配管できないものをいう。 

瞬間湯沸器の「先止式」…器具の出口側(給湯先)の水栓の開閉でメーンバーナを点火・消火でき 

る（先止）方式のもので、給湯配管できるものをいう。 

 温水給湯暖房機…給湯機能の他、温水床暖房等の機能があるものをいう。 

補助熱源機…エネファーム、エコウィル、ハイブリッド給湯・暖房システム、ソラモ等に組み込 

まれる温水加熱用の機器をいう。 

ふろがま…浴槽の水を沸かす機能をもつもの（給湯機能を持つものを含む）をいう。 

ふろがまの「自然循環方式」…かま本体と浴槽との間で、水を熱対流により循環させふろを沸 

かすものをいう。 

ふろがまの「半密閉式」…燃焼用の空気を屋内から給気し、排ガスを排気筒から屋外に排出す 

            る方式（略称：CF 式、FE 式)のものをいう。 

ふろがまの「密閉式」…給排気筒により、燃焼用の空気を屋外から給気し、排ガスを屋外に排 

出する方式（略称：BF 式、BFDP 式、FF 式)のものをいう。 

 ふろがまの「屋外式」…屋外に設置する方式のもの。 

ふろがまの「強制循環方式」…ポンプを備え、かま本体と浴槽との間で水を強制的に循環させ、 

ふろを沸かすものをいう。 

ふろがまの「高温水供給方式」…浴槽に高温の差し湯をする専用の接続口を有し、高温水を供給

することによって浴槽全体の湯温を上げるものをいう。 

潜熱回収型ガス給湯器…排気ガス中の水蒸気が持つ「潜熱」を回収する二次熱交換器を持つガス

給湯器。（瞬間湯沸器「先止式」、温水給湯暖房機、ふろがま「強制循環

方式＋高温水供給方式」の内数） 
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[ガス暖房機器・カセットこんろ] 

「暖房機器」は、暖房を行う機能を有する燃焼機器。（温水を利用して暖房を行う温水暖房シス

テムは含まない） 

カセットこんろ…液化石油ガスを充てんした容器（ボンベ）が部品又は附属品として取付けられ

る構造のこんろをいう。 

カセットボンベ…カセットこんろに用いる液化石油ガスが充てんされた燃料容器のことをいう。 

[ガス機器その他] 

※2020 年度よりガス炊飯器、ガス貯蔵湯沸器・貯湯湯沸器は取扱社数減少により、統合。これにガス

衣類乾燥機を加えた形で「ガス機器その他」として集計する。 

炊飯器…自動で炊飯ができることを主目的とする機器をいう。 

貯蔵湯沸器…タンクに貯えた水を加熱する構造で、湯温が下がると自動的にガスを燃焼させる。

貯蔵部に圧がかからないものをいう｡  

    貯湯湯沸器…タンクに貯えた水を加熱する構造で、湯温が下がると自動的にガスを燃焼させる。

貯湯部に圧がかかり、給湯配管が可能なものをいう。 

衣類乾燥機…燃焼熱で加熱した空気を送風機で通風して乾燥するもの。 

 
３．２ 石油機器 

[石油暖房機器] 

石油ストーブ…開放式の自然通気形で燃焼方式がしん式のもの 

（JIS 名称：自然通気形開放式石油ストーブ） 

強制通気形開放式石油ストーブ 

※2013(H25)年度から以下の新たな区分に変更した。 

 

 

 
 
 

 
[石油温水機器] 

    石油給湯機…（JIS 名称：石油小形給湯機） 

石油給湯機付ふろがま…（JIS 名称：石油給湯機付ふろがま） 

油だき温水ボイラー…（JIS 名称：油だき温水ボイラ）  

温水ルームヒーター（室外機）…室内機と室外機が温水コンセントを介して、セットで使用される 

温水暖房システムの室外機部分(油だき温水ボイラーの内数） 

潜熱回収型石油給湯機…排気ガス中の水蒸気が持つ「潜熱」を回収する二次熱交換器を持つ石油給

湯機。(石油給湯機、石油給湯機付ふろがま、油だき温水ボイラーの内数） 

石油ふろがま…（JIS 名称：同） ふろがま語句説明は「ガス温水機器」ふろがまを参照。 

 

旧区分：7kW 未満の強制通気形開放式石油ストーブ 旧区分：7kW 以上の強制通気形開放式石油ストーブ 

新区分：家庭用の強制通気形開放式石油ストーブ

（石油ファンヒーター） 

新区分：左記以外の石油ファンヒーター 

（業務用など） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガス・石油機器出荷実績見込みと出荷予測２０２４ 

    ２０２４年２月 

     編集 一般社団法人 日本ガス石油機器工業会 

        調査統計委員会 

        〒１０１－００４７  

東京都千代田区内神田１－５－１２ 

北大手町スクエア３Ｆ 

TEL：０３－６８１１－７３７０  

FAX：０３－６８１１―７３７１ 

URL：https://www.jgka.or.jp 

 

禁無断転載 

 




